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資源・生産水準・研究

安　　　藝1　　咬　　　一　　（土木）

　　　　基礎研究から懸用研究へ，さらにその實用化とその間における山貫性の保持とい5ことが彊く要請されている．そし

　　　てこの途は徐々ではあるが，次第に開拓されているといえるであろう・私はこの上にさらに一つの問題をつけ加えた

　　　い．それは灘の仕事湘本繍の自立の上にどのめな地位を占めているカ・ということへの理解である・とい5αよ

　　　H本輕濟の獄はきわめて憂5べき状態にあり，すべてがその回復にかけられなければならないからである．　　　　　　　’

　　　　日本経濟のむつかしさの根本は資源と人口の不均衡にあるO’ではなかろうか生塵総額の内楡出に向けていたものが

　　　20％を鰍てい湘本繍の海外依存度はきわめて高いイギリス以上である・私達は生糸謹報す衝米貿易の入N

　　　超を野アジア貿易の出超で補つてきた．中國，満洲への鯨出は全額のと0％乃至40％を占めていた・今日では米國へ

　　　の生糸輸出はほとんど望みを失い，中國貿易は困難な状態にある．しかも國内にあつては40％の版圖を失い，職災に　　y－t

　　　よつて國富のをを失つた．人口は急増した．恐らく今後15年内には1億人にも達するであろうと推定されている・當

　　　分の間毎年100萬人を超える人々が稼働年令にはいつてくる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
　　　　もちろん私蓮は貿易の振興に努力しなければならない・これには手績上の問題とか輸邊上の障害が今日これを阻んで

　　　いることは否めないボ，本質的には世界の人々が使える商晶を世界贋格で造らなければならない．同時に私達はまた貿

謎易勘定をよくするためにその内容を考える必要がある・國内職に手を鰍るごとによつて輸入原料セr代鰍すること　・

＼急鵠毫鰹雅踊論畿悸讐馨雅鋤縫霧鍛噸乏嚢顯幣騰窪
　　　増すことができるであろうe同時に私達はまた國内資源の保全と其の開褒を考趣ければならない・何んとなれぽ・國　　∴’

　　　際關係の獄を考えると，海外依存度の認・というこ．とは繍に不安定さを増す1まかりである・國内の騒は國内市場

　　　の開拓となり，雇傭の機會を増加するであろう．
　　　　今までも私達は無爲に過してきたわけではない．われわれの技術の可能な限りではその任務を甕し，生活水準の向上

　　　に資してきたのであつた・例えば水田の反當牧量は明治初年に比べると凡そ2倍となり，水力稜竜は今日迄の環境にあ

　　　つては世界的な水準に達していたといえるであろう．程度の差こそあれ・恐らく遊んでいるもの・使われていないもの

　　　は無いであろう．この上に新らしい情勢に懸ずる環境を造り上げなければならないのであるから，今日迄のようなつも

　　　　のでは恐らく不可能に近いのではなかろ5か・事態は複雑であり，容易ではない．水力電源一つの開護を考えても按術

　　　的，維濟的，紅會的な新らしい多くの問題を提起する．このように私達が生きるため解決を要求される聞題はきわめて

　　　多い．要するに日本経濟の將來は稗學者と技術者との双肩にかsつている・彼等を除く國民大衆の熱意がいかに高くと

『、　もこれは所せん室しい希望に過ぎないであろう．もししばらくの間でも無爲に過したとしたならば，これに答えろもの

　　　、はe“yヂリとくる生活水準の低下のみで南ろ5・　　’　　　　、　　　　　　，
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